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「委員会だより

源泉部会

部会長四ヶ所守

昭和58年役員改選の際に源泉部会長という大任

に指名されて、あっという聞に 2年の1:f期が経過

しました。その関税務署担当官、部会役員、事務

局の皆様より適切なご指導とご協力を得て、 i除、泉

所得税の取扱いについて研修会等開催してきまし

たが、部会長としては大いに反省し、またその責

任の重さをひしひしと感じています。

三橋会長がいつも云われるように町田法人会の

事業活動が円滑に行われ、会員の信頼を得るため

に各地区会、委員会、部会の活力ある活動が必要

であります。

源泉部会としても会員に役立つ研修会等の活動

を積極的に行ない、税に対する取扱い知識の向上

と会員事業所の発展への基礎作りに尽したいと念

願しています。しかしながら現状では大いに不安

であります。現在の部会は、いちおう従業員規模

30人以上の78社で組織されているが、規模的に約

130社の法人会員が未加入のま、であり、参加を

呼ぴかけたところであります。

組織の強化のみが全てではないが、実現したら

活発な議論を通じて部会員の真に必要な要望もキ

ャッチでき、税務当局ともより一層の密接な連絡

協調をはかっていけば、充実した部会活動につな

がるものと確信しています。

現在部会役員会においても本年度事業計画の推

進と併せて、組織の強化に向けて準備をす冶めて

おり、よろしく御支援下さい。

源泉所得税というと、日常は担当者任せの処理

で済ましているが、一連の研修会、説明会に出席

してその種類も多く複雑となっているなというの

が実感であり、これの誤った取扱いは後日、事業

所にも従業員にも多大の困惑を招くことになる。

それだけに常に知識の向上を期し、特に改正の

内容については注意したいものである。

そして源泉所得税をもっと分かり易くしてもら

いたいし、軽くしてもらえないだろうか。

ひ。(>..-0"'..，)0.-00-...，)ひVC-'vC'-'-00'-v0-'v0-vC'-'v('.'vC'-'"，)C-'VC'-'v('-....J(，-'00'0(，--"')0-'0C'-.v('-.vC'-.vC'-'v。、.)0'vC、。0.vC'-....)('-...，)('-....JC'-.v('-.v(>.・VC"v0・=.0

税制委員長を任命されて

税制委員長井之上哲夫

この度、税制委員長を任じられました。今年度

の税制委員会は森山兼光副委員長、石川光男委員

川口修一委員、八木要委員という構成です。どう

ぞ宣敷くお願L、致します。

ご承知の通り、税制委員会の主たる事業は、税

制に関して皆さまから寄せられたご意見を、東j去

連がとりまとめる税制改正要望事項へとつなげる

ことにあります。昭和61年度の税制改正要望事項

は、去る 6月21[J に開催された東法連本年度第一

回税制委員会に於て決定されており、今秋の税制
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改正要望大会に提出される予定です。ここで、そ

の一部を簡単にご紹介させていただきます。

法人税制について

O現行法人税を、時限立法期限の到来する61年

度には旧税率に戻すこと。

O軽減税率適用所得金額を 1，500万円に引き上

げ、 800万円以下のものについては税率を20%

とすること。

O資本金 l億円以下の同族会社に対しては留保

金課税を撤廃すること。

所得税制について

O最高税率現行70%を50%に引き下げ、税率区

分を縮少すること。

O給与所得控除、配遇者控除、扶養控除を引き

‘' 
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上げること。

相続税制について

O基礎控除金額を、 5，000万円に法定相続人 1

人当たり 800万円を加えたものに引き上げる

こと。

0贈与税も、基礎控除を 200万円に引き上げる

こと。

O相続税、贈与税の最高税率を60%に引き下げ

ること。

このほか、間接税制や地方税制について、さら

に改正要望事項・個別事項の部では法人税、所得

税、間接税関係、通達、法令関係等細目にわたっ

て計 101項目が取り上げられています。今回は紙

面の都合で省略致しますが、機会があれば個々に

ついても又ご紹介申し上げたいと思います。

税制委員会といたしましては、私たち中小法人

の税負担が少しでも軽くなるよう活動して参りた

いと思います。会員の皆さまのご協力をお願い 14]

し上げます。
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.. このt頁おもJ、こと

婦人部長堤敏子

なんとなくあとでと思ふのが会合通知のお返事

を出すことです。もう少し先のことだと思い、あ

とでと思ふことでいつか忘れてしまいます。往復

ハガキの返信も出さない、こんなことが時々あり

反省している状態です。

婦人部の研修会の通知を出しでも、その反応の

ないときは、とても辛いおもいをいたします。き

っと青年部もそうだと思います。

中小企業の奥様は企業の片方の輪であり、従業

員のこと経理関係、又家族の健康管理、その他の

雑事など本当に御多忙と思います。

会を運営するにあたりまして御通知にはお返事

をいたずきたく思います。準備もあるので人員を

把握したいと思ふのです。多忙な時をさいての御

ー出席は私にとって皆様のお顔は太陽のようにみえ

ます。そしてきいてみたり、みてみたり、税の勉

強をし、話題も豊かになってよいことだと忠ふの

です。家族の幸せ、健康のかなめは主婦にあると

思いますす。健やかに明るくそしてよい伸聞をも

長いと云われる老後の為の趣味をもち御主人を支

え頑張っていた J きたいと思います。

私ごとですが数年前、成田山へおまいりにゆき

子相をみてもらいました。その時易者の云うこと

に「貴女は何んでもやりたい人ですが、御主人あ

つての貴女です。趣味はひとつに絞りあとはチョ

ポチョポにして御主人を大切にしなさい叫といわ

れました。ズパリ自分のことを云われドキッとし

ました。今でもその言葉は忘れられないものにな

っています。とかく甘えがちな世の中でのよい御

忠告と思いました。

御主人との二人三脚は平凡の様ですが幸せなこ

とです。

かつて評論家の秋山チエ子さんはこんな事をお

っしゃいました。「自分は年をとったので、明るく

美くしく過すために全身をみられる鏡を家の中へ

幾つかっけ、いつもうつしては背筋を伸ばしてい

ると u

皆様もどうぞ明るく美しくお過しなさいます様

に街l祈りいたします。そしてよりよき婦人部の育

成の為に御協力下さいます様、心より御願い申し

上げます。

C功。C津0<珠'>00水->Cキ0<滞。c功。c滞。Cネ0<滞0<鴻Q <功。C滞Q <滞QC+O<滞。c本"Cホ->Cキ0<滞oc冷oc滞ocネoc功。CKJC持。C浦OC+Oc+oC歌oc功。C津，c津OC功。C場企C淳之>C+OC鴻q

研修会のご報告

婦人部監査松山節子

第二回研修会を 2月25日、太陽神戸銀行 3F会

議室をお借りして、税務署より高梨統括官、会津

指導官、親会より鈴木副会長の御臨席を載き、「上

- 25 

子な調査の受け方Jr婦人の健康管理」と題して税

務研修をおこないました。

丁度月末、 25日と皆様お忙しい日取りでしたが

28名の会員参加のもと午前11時よりなごやかに閉

会致しました。

1部は高梨統括官、会津指導官によりスライド
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ら死亡迄18年間もか、り早期の 3年-5年は自覚

症状がなく 8年一10年で変化がわかる)②直腸及

ぴ大腸ガン(便秘をさけ繊維質の物を食する)③

肺ガン(タバコを l本吸うと寿命が 6分縮まる)

④子宮ガン ⑤肝臓ガン(血液検査でわかる)⑥

乳ガン(5万人に 1人の割合)の順位だそうです

又心臓病については①年令②高コレストロール血

症③高血圧④タバコ⑤ストレス⑥糖尿病⑦肥満⑧

男・ A型以上の人達がか、りやすい条件です。特

に全体としてタバコお酒を飲む人に発生率が高く

日常の生活態度である程度防げると思いました。

又病気にか冶ったならば早期発見早期治療が大切

と痛感致しました。又、黄緑野菜(トマト・人参

・カボチャ等)ビタミンA ・C・Eの含まれた物

.魚等・全体としてノfランスよい献立に心掛ける

よう再認識致しました。

をまじえ「上手な調査の受け方」れ知ってて良かっ

た対処法ぃとしてふだんの正しい処理方法

O税法の改正事項の勉強を……

O誠意で接し好感をもたれるよう..

O逃げないで信念をもって主張を…

O質問には即答を心がけるよう……

等私達婦人は直接調査に立ち合う機会が少いと

思いますが、種々の書類、時に伝票等常にわかり

安く記帳する心がけが大切と大へん勉強になりま

した。

2部は栗原クリニック院長先生が診療の休憩時

間を婦人部会の為「婦人の健康管埋」と越し、忙

しいから健康管理、とくに成人病について①ガン

②脳疾患③心臓病とていねいに図解をしながら御

講義いただき、後スライドで統計等の説明がござ

いました。特にガンの死亡率は①胃ガン(発生か

車問

災
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。
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iii 法人会会費の自動振替のお勧め ii 
b-..=E'  -=~~~.壬.~-~~-~-~~-~-~-~-~-.;2-.i!2吾正予三;?-~-=:-.:E?'.:EE'-=:-E:-dE?"'.Ef:'-=:'三--吾E、E'.JJJ

サービス に委託しており 、当法人会費の納入方法については、三井フ ァイナン ス、

公共料金などでおなじみの便利な自動振替の方法があります。当会の事業活動を円

滑に進め る為に便利な自動振替のご利用をせつにお願い申し上げます O

まだご利用い自動振替のお勧めのため、当法人会の役員が、なお、近いうちに、

自動振替にご協ただいて いな い会員企業に対 しお伺いすることがありますが是非、

お願い申し上げます。力を賜りますよう 、

毎年10月6EI 
(休日 の場合は翌営業日)

4月6日// 

O 口座振替 日L 

口座振替後に、ハガキにで引落結果をご案内申上げます。なお、

(6か月)は従来どおりです。会費の月額および支払期間2_ 

三井 ファイナンスサービス先携提3_ 

「フ通帳印字文言は「ミツイファイナ ンス」が大半ですが、 一部金融機関で「ジフ リ」、4_ 

あらかじめご了承願います。リカエ」等と表示される場合がありますので、

ご利用いただける金融機関5_ 

公共料金と 同様総ての金融機関の口座を指定できます。

都市銀行、信託銀行、地方銀行、相互銀行、信用金庫、信用組合、農協。O 

こ
の
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研修委員会よりお知らせ

研修委員長 中島貞雄

研修委員会より、会員各位にお願いとご報告を

申しあげます。

批)IsJI司法人会第 5回通常総会は 5月27日、 千寿

閣にで無事終了放しました。今年は役員改選の期

に当り、 一部役員の変更もあり、私が研修委員長

として就任することになりました。宜 しく ご指導

とご支援をおねがい申しあげます。

さで本年度のrllJ団法人会の事業は専ら研修行事

に重点をおき計画されております。

まず別記、新設法人及び決算期法人 に刈する税

務説明会は毎月定期に実施されておりますが、 中

級簿記の講座も 8月22日を第一回とし て実施致し

ます。

なおその{也、

(1)各地区においての研修会

(2) 一般会員、源泉、青年・ 婦人各部会合同

研修会、年二回程度

(3) 弁護士による、経営に役だっ法律知識等

について

実のある研修会を計画しておりますので、開催

通知のありました節はお繰合のうえ、ぜひご出席

I頁きますようrtにお時員い申しあげます。

法人会の研修会にご参加下さい

町田法人会の 8月以降の定例研修会日程

新設法人税務説明会 決算法人税務説明会

日 4E 講 師 日 干E 講師

8月22日(村 山内税理士 8月26日(月)中込税理士

9月20日幽川鍋 イシ 9月24日伏)和田 。

10月18日(翁大沢 。 10月21日(月)井家上。

11月15日(鉛 山間 イシ 11月18日(月)飯島 ペシ

12月13日幽植木 イシ 12月16日(月)松下 イン

1月17日幽印東 イシ 1月20日(月)長崎 イン

2月14日制広島 イン 2月24日(月)渋谷 4ン

3月20日(木)松沢 ク 3月24日(月)横内 。

※ 企業経営に参考となる資料を取揃えて、

皆燥のご出席をお待ちしておりますので奮っ

てご参加下さ Po 無料)

@ 会場は新設、決算共、2月 ・3月を除いて

28 -

Illl田税務署三階会議室。 2月 .3月は確定

申得時期になりますので、会場は別の処に

なりますが、 何れも事前にご連絡致します。

昭和60年度実務簿記講習会について

中級実務簿記講座

日程

8月22日(木) 8月29日(木)

9月5口(木) 9月12日(木) 9月19日(木)

9月26日(木)

10月3円(木) 10月11日(木) 10月17日(木)

会場

講師

111]田 市社会福祉協議会二階会議室

石井一弘税理士東海大講師

以上により開催致します。

なお、この講座につきましては 7月31日に会員

の皆様あて、封書にでご連絡申しあげで

ありますので、奮つでご参加l下さるよう

おすすめ致します。

会費は、全講座 を通じて 2，000円です。

※本年度、初級実務簿記講座は、 5月9日より

7月18日まで全課程 9回60数名の方が受講さ

れて世子Z平梧1にめでたく jl事;了しました。


